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東北電力・
東北電力ネットワーク

（宮城県仙台市）

東北電力・
東北電力ネットワーク

（宮城県仙台市）

今回は
電気を届ける現場
中央給電指令所・
変電所・蓄電所
について取材

中央給電指令所の指令室は、GOOD DESIGN AWARDを受賞しており、社会インフラとしての機能性・象徴性が高く
評価されています

概要を説明していただいた東北電力ネットワーク中央給電指令所専
門役の石原徹さん。「2025年8月末時点で、東北・新潟エリアの
太陽光発電は約964万kW、風力発電が約232万kWと、全国で
も有数の再エネ導入量です。中央給電指令所では、この再エネ発電
の出力変動に対して常にバランスを一致させることが重要になります」

東北電力ネットワーク株式会社中央給電指令所東北電力ネットワーク株式会社中央給電指令所

東北電力ネットワーク株式会社東北電力ネットワーク株式会社中仙台変電所中仙台変電所

［紹介施設］ ［紹介施設］ 弥藤吾蓄電所・韮塚蓄電所・小角田蓄電所弥藤吾蓄電所・韮塚蓄電所・小角田蓄電所

東北電力株式会社東北電力株式会社
事業創出部門 次世代エネルギーユニット事業創出部門 次世代エネルギーユニット

所 在 地
運 用 開 始

／
／
仙台市青葉区本町地内
2020年4月（東北電力株式会社より分社）

所 在 地／仙台市青葉区本町1丁目7-1

所 在 地
運 用 開 始

／
／
仙台市青葉区本町地内
2007年7月

所 在 地

事 業 会 社

営業運転開始

／

／

／

弥藤吾蓄電所：埼玉県熊谷市弥藤吾字正阿弥1195-4
韮塚蓄電所：群馬県伊勢崎市韮塚町字中田105
小角田蓄電所：群馬県太田市小角田町287-1
坂東蓄電所1号合同会社
（東北電力株式会社50％出資、
エムエル・パワー株式会社※50％出資）

弥藤吾蓄電所：2025年3月
韮塚蓄電所・小角田蓄電所：2025年6月

取材先概要取材先概要

※エムエル・パワー株式会社：みずほリース株式会社100％出資子会社

　　1617　　ひろば　533 号

技
術
者
た
ち
の
思
い

エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
を

支
え
る
現
場
か
ら

脱炭素を目指したいろいろな動きの中で、「エネルギーミックス」の

考え方があらためて注目されています。

今年度のeレポートは、エネルギーミックスの一翼を担う現場と

そこで働く技術者に焦点を当てレポートします。

発
電
所
で
発
電
さ
れ
た
電
気
は
、
中
央
給
電

指
令
所
で
東
北
・
新
潟
エ
リ
ア
全
体
の
電
気
の
流

れ
を
監
視
し
、
需
要
と
供
給
の
バ
ラ
ン
ス
を
調
整

し
な
が
ら
送
電
線
で
私
た
ち
の
街
の
近
く
の
変
電

所
ま
で
届
け
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
変
電
所
で
は
私

た
ち
が
使
用
し
や
す
い
電
圧
に
変
換
さ
れ
配
電
線

を
通
っ
て
私
た
ち
の
家
に
届
け
ら
れ
ま
す
。

今
回
は
、
東
北
・
新
潟
エ
リ
ア
に
電
気
を
運
ぶ

う
え
で
、
言
わ
ば
司
令
塔
の
役
割
を
果
た
す
東
北

電
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
株
式
会
社
中
央
給
電
指
令

所
、
仙
台
市
内
に
電
気
を
送
る
要
の
中
仙
台
変

電
所
を
取
材
し
ま
し
た
。

ま
た
、
太
陽
光
や
風
力
な
ど
を
活
用
し
た
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電（
以
下
、
再
エ
ネ
）の
出

力
変
動
が
話
題
と
な
る
中
、
電
気
を
一
時
的
に
蓄

え
必
要
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
放
電
す
る
こ
と
で
安
定

供
給
や
再
エ
ネ
の
導
入
拡
大
に
貢
献
す
る「
系
統

用
蓄
電
池
事
業
」が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
、

こ
の
事
業
に
取
り
組
む
東
北
電
力
事
業
創
出
部

門
に
も
取
材
し
ま
し
た
。

東
北
電
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
央
給
電

指
令
所
は
、
仙
台
市
青
葉
区
本
町
に
位
置

し
て
お
り
、
東
北
６
県
と
新
潟
県
を
カ

バ
ー
す
る
広
大
な
エ
リ
ア
の
電
力
供
給
を
、

24
時
間
３
６
５
日
体
制
で
監
視
・
制
御
し

て
い
ま
す
。

「『
給
電
』と
い
う
言
葉
は
普
段
聞
き
慣

れ
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
給
食
や
給

水
に
使
わ
れ
て
い
る
よ
う
に『
給
』に
は

〝
送
り
届
け
る
〟と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。

質
の
よ
い
電
気
を
送
り
届
け
る
こ
と
、
そ

し
て
そ
の
た
め
に
必
要
な
指
令
を
出
す
の

が
、
私
た
ち
の
役
割
で
す
」。

概
要
を
説
明
し
て
い
た
だ
い
た
の
は
、

東
北
電
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
電
力
シ
ス
テ
ム
部 

中
央
給
電
指
令
所
専
門
役
の
石
原
徹
さ
ん
。

も
と
も
と
は
東
北
電
力
株
式
会
社
が
発
電
・

小
売
・
送
配
電
の
す
べ
て
を
担
っ
て
い
ま
し

た
が
、
２
０
２
０
年
４
月
、
電
気
事
業
法
の

改
正
に
伴
い
、
電
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
利
用
の

い
っ
そ
う
の
公
平
性
・
中
立
性
を
確
保
す
る

た
め
に
、
送
配
電
事
業
を
担
う
東
北
電
力

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
分
社
さ
れ
ま
し
た
。
中
央

給
電
指
令
所
は
、
管
内
に
お
け
る
す
べ
て
の

電
力
系
統
を
統
括
し
、
電
力
運
用
の
司
令

塔
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

東
北
・
新
潟
エ
リ
ア
は
日
本
の
約
21
%

を
占
め
る
広
大
な
面
積
を
持
ち
、
工
場
や

住
宅
な
ど
電
気
が
使
用
さ
れ
る
場
所
が
点

在
し
て
い
る
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

青
森
県
か
ら
福
島
県
ま
で
北
か
ら
南
に
縦

断
す
る
50
万
V（
ボ
ル
ト
）の
超
高
圧
送
電

線
を
背
骨
と
し
て
、
分
岐
す
る
27
万
・

15
万
V
以
下
も
合
わ
せ
る
と
、
送
電
線
の

総
距
離
は
約
１
万
５
０
０
０
km
、
日
本
列
島

の
約
５
倍
も
の
長
さ
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に

変
電
所
か
ら
伸
び
る
配
電
線
も
含
め
る
と
、

実
に
16
万
5
0
0
0
km
に
も
及
び
ま
す
。

中
央
給
電
指
令
所
は
、
エ
リ
ア
内
の
発

電
所
や
変
電
所
、
送
電
線
な
ど
の
電
力
の

需
要
と
供
給
の
バ
ラ
ン
ス
を

需
要
と
供
給
の
バ
ラ
ン
ス
を

予
測
し
て
細
や
か
に
保
つ

予
測
し
て
細
や
か
に
保
つ

東
北
・
新
潟
の
電
力
供
給
を

東
北
・
新
潟
の
電
力
供
給
を

見
守
る「
司
令
塔
」

見
守
る「
司
令
塔
」

東
北
電
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
株
式
会
社

中
央
給
電
指
令
所
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電力需要
（消費量）
↓

長期固定電源
火力発電を主とした調整

風力

太陽光

電力需要
（消費量）
↓

長期固定電源
火力発電を主とした調整

風力

太陽光

太陽光発電・風力発電などの出力により
「需要＜供給」となってしまう

電気の「質」を守るには
この余剰分の出力を制御する

必要がある

中央給電指令所では指令課長のもと３人の当直員が翌日の需給計画作成、当日の出力調整、系統運用を担います。再エネ出力制御に際しては、
前日や当日に青柳伸さんも端末に向かって対応します

再エネ発電量が需要よりも上回った場合、電気の「質」を守るために再エネの出力制御が必要となります。これらの需給運用業務は、中央給電指令所の
重要な役割です

運
用
の
経
験
を
経
て
、
２
０
２
３
年
か
ら

中
央
給
電
指
令
所
勤
務
と
な
り
ま
し
た
。

「
6
月
ま
で
は
当
直
業
務
を
担
当
し
て
お

り
、
秒
単
位
で
変
動
す
る
需
給
バ
ラ
ン
ス

を
保
つ
た
め
、
常
に
正
確
な
判
断
と
迅
速

な
対
応
が
求
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
現
在

は
再
エ
ネ
運
用
を
担
当
し
て
お
り
、
国
の

制
度
変
更
へ
の
対
応
や
新
規
連
系
す
る
再

エ
ネ
発
電
事
業
者
の
シ
ス
テ
ム
連
係
対
応

な
ど
、
業
務
の
幅
が
広
が
っ
て
い
ま
す
が
、

業
務
フ
ロ
ー
や
ツ
ー
ル
類
の
改
善
を
進
め

て
柔
軟
に
対
応
し
て
い
ま
す
」。

ま
た
、
最
先
端
の
技
術
と
向
き
合
え
る

環
境
で
業
務
に
取
り
組
め
る
こ
と
が
魅
力

と
話
し
ま
す
。

「
中
央
給
電
指
令
所
は
東
北
・
新
潟
エ
リ

ア
で
唯
一
の
需
給
運
用
業
務
を
担
う
職
場

で
、
ほ
か
の
職
場
で
は
経
験
で
き
な
い
専

門
性
の
高
い
業
務
に
携
わ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
自
分
の
判
断
や
操
作
が
地
域
全
体

の
電
力
の
安
定
供
給
に
直
結
し
て
い
る
と

い
う
責
任
感
と
緊
張
感
は
あ
り
ま
す
が
、

社
会
イ
ン
フ
ラ
を
支
え
て
い
る
と
い
う
実

感
は
、
非
常
に
大
き
な
や
り
が
い
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
」。

と
の
こ
と
で
す
。
ま
た
、
当
日
は
実
際
の
電

力
消
費
量
や
発
電
量
を
監
視
し
、
予
測
か

ら
の
ズ
レ
を
補
う
た
め
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

で
の
自
動
制
御
と
人
間
に
よ
る
手
動
制
御

で
微
調
整
を
行
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
業
務
を

日
勤
者
30
名
に
加
え
、
当
直
体
制
に
よ
っ
て

24
時
間
対
応
し
て
い
ま
す
。
当
直
は
、
１
日

３
交
代
制
で
、
４
人
１
チ
ー
ム
の
編
成
が
５

組（
計
20
名
）に
よ
り
運
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
以
降
、「
再
エ
ネ
の
固
定

価
格
買
取
制
度（
Ｆ
Ｉ
Ｔ
）」の
導
入
な
ど
を

背
景
に
、
再
エ
ネ
の
導
入
が
急
速
に
進
ん

で
き
ま
し
た
。
日
本
海
側
の
海
沿
い
や
山

脈
沿
い
の
風
況
を
活
か
す
こ
と
が
で
き
る

東
北
・
新
潟
エ
リ
ア
の
風
力
発
電
の
導
入

量
は
、
2
0
2
5
年
3
月
末
時
点
で
全
国

の
約
37
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
太

陽
光
発
電
も
太
平
洋
側
を
中
心
に
拡
大
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
も
レ
ポ
ー

ト
し
て
き
た
よ
う
に
、
太
陽
光
や
風
力
と

い
っ
た
再
エ
ネ
に
よ
る
発
電
量
は
、
天
候

流
れ
を
監
視
す
る
と
と
も
に
、
予
定
さ
れ

た
点
検
停
止
の
ほ
か
、
災
害
な
ど
に
よ
る

事
故
や
機
器
の
故
障
が
発
生
し
た
際
に
は

違
う
ル
ー
ト
で
電
力
を
供
給
す
る
系
統
運

用
業
務
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
電

気
の
使
用
量
と
発
電
量
の
バ
ラ
ン
ス
を
常

に
一
致
さ
せ
る
需
給
運
用
業
務
は
、
東
北
・

新
潟
エ
リ
ア
で
唯
一
、
中
央
給
電
指
令
所

が
担
う
重
要
な
役
割
で
す
。

「
例
え
ば
夏
に
気
温
が
１
℃
上
昇
し
冷
房

の
使
用
が
増
え
る
と
、
東
北
・
新
潟
エ
リ

ア
で
は
電
力
需
要
が
約
35
～
40
万
kW
も
増

加
し
ま
す
。
こ
れ
は
中
規
模
の
火
力
発
電

所
の
出
力
に
相
当
し
、
エ
ア
コ
ン
40
万
台

が
一
斉
に
稼
働
し
始
め
る
電
力
と
同
じ
に

な
り
ま
す
。
発
電
量
と
需
要
量
の
バ
ラ
ン

ス
が
崩
れ
る
と
周
波
数
が
変
化
し
て
電
気

の
質
が
下
が
る
だ
け
で
は
な
く
、
最
悪
の

場
合
は
大
規
模
停
電
に
も
な
り
か
ね
ま
せ

ん
」と
石
原
さ
ん
は
説
明
し
ま
す
。

そ
れ
ら
を
防
ぐ
た
め
に
、
前
日
に
各
発

電
事
業
者
か
ら
提
出
さ
れ
る
発
電
計
画
や
、

複
数
の
気
象
予
報
や
過
去
の
デ
ー
タ
、
時

に
は
経
験
に
基
づ
い
て
翌
日
の
電
力
消
費

量
や
再
エ
ネ
の
発
電
量
を
分
析
予
測
す
る

や
季
節
に
よ
っ
て
大
き
く
変
動
し
ま
す
。

再
エ
ネ
に
よ
る
発
電
量
が
多
く
、
火
力
発

電
な
ど
の
調
整
電
源
の
発
電
量
を
抑
え
て

も
電
力
の
供
給
が
需
要
を
上
回
り
そ
う
な

場
合
に
は
、
電
気
の「
質
」、
す
な
わ
ち
周

波
数
を
一
定
に
保
つ
た
め
に
再
エ
ネ
の
出

力
制
御
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

電
力
の
供
給
が
需
要
を
上
回
り
そ
う
な

場
合
、
国
の
定
め
た
優
先
給
電
ル
ー
ル
に

従
っ
て
、
ま
ず
は
火
力
の
発
電
量
を
抑
制
す

る
と
と
も
に
、
水
を
く
み
上
げ
て
必
要
な
と

き
に
発
電
す
る
揚
水
式
水
力
発
電
所
や
系

統
用
蓄
電
池
を
活
用
し
た
電
力
貯
蔵
を
行

い
ま
す
。
そ
の
次
に
北
海
道
や
関
東
エ
リ
ア

な
ど
他
エ
リ
ア
へ
の
送
電
、
バ
イ
オ
マ
ス
の

発
電
量
の
抑
制
を
行
い
、
そ
れ
で
も
供
給

が
多
い
と
見
込
ま
れ
る
際
に
太
陽
光
や
風

力
発
電
の
出
力
制
御
を
行
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
各
種
の
事
前
準
備
や
、
出

力
制
御
必
要
量
の
算
定
、
翌
日
・
翌
々
日

の
計
画
立
案
、
当
日
の
調
整
な
ど
の
一
連

の
業
務
を
担
当
し
て
い
る
メ
ン
バ
ー
の
一

人
が
、
中
央
給
電
指
令
所
主
務
の
青
柳
伸

さ
ん
で
す
。
２
０
１
５
年
に
入
社
し
、
新

潟
県
内
で
の
変
電
設
備
点
検
や
需
給
系
統

再
エ
ネ
を
少
し
で
も

再
エ
ネ
を
少
し
で
も

無
駄
に
し
な
い
た
め
に

無
駄
に
し
な
い
た
め
に

● 再エネの出力制御



中央給電指令所では「一つの判断ミスが広域に影響を与える可能性があるので、
チーム全体での情報共有とコミュニケーション、協力体制をしっかり固めることで
業務の質を支えています」と指令課長の小嶋和則さん（右）は話します
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中
央
給
電
指
令
所
で
は
現
在
、
Ａ
Ｉ
や

Ｉ
ｏ
Ｔ
を
活
用
し
た
高
精
度
の
需
給
予
測
、

蓄
電
池
や
水
素
な
ど
の
新
技
術
と
の
協
調

運
用
と
い
っ
た
電
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
高

度
化
に
向
け
た
検
討
も
行
っ
て
お
り
、
ま

さ
に
進
化
の
途
上
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
進

化
の
最
前
線
と
し
て
、
そ
し
て
東
北
・
新

潟
エ
リ
ア
に
お
け
る
電
力
の
安
定
供
給
を

支
え
る
た
め
、
中
央
給
電
指
令
所
は
24
時

間
３
６
５
日
、
司
令
塔
と
し
て
の
役
割
を

果
た
し
て
い
ま
す
。

青
柳
さ
ん

青
柳
さ
ん
へ
期
待
す
る
こ
と

へ
期
待
す
る
こ
と

中央給電指令所
指令課長

小嶋 和則さん

　

中
央
給
電
指
令
所
で
は
、
再
エ
ネ
の
導

入
量
拡
大
に
伴
う
出
力
変
動
へ
の
対
応
を

は
じ
め
、
蓄
電
池
の
活
用
、
水
素
の
利
活

用
な
ど
、
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
の
導

入
を
見
据
え
た
取
り
組
み
を
積
極
的
に
進

め
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
単
な
る
設
備
対

応
に
と
ど
ま
ら
ず
、
電
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
高
度
化
に
向
け
た
戦
略
的
か
つ
先
進
的

な
対
応
で
あ
り
、
安
定
供
給
と
脱
炭
素
の

両
立
を
目
指
す
上
で
不
可
欠
な
も
の
で
す
。

　

特
に
、
再
エ
ネ
の
出
力
制
御
に
関
し
て

は
、
系
統
の
安
定
性
を
確
保
し
な
が
ら
最

大
限
の
再
エ
ネ
活
用
を
図
る
た
め
、
高
度

な
需
給
調
整
技
術
や
予
測
シ
ス
テ
ム
の
導

入
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

安
定
供
給
と
脱
炭
素
の

安
定
供
給
と
脱
炭
素
の

両
立
を
目
指
す
取
り
組
み

両
立
を
目
指
す
取
り
組
み

　

青
柳
さ
ん
が
新
潟
か
ら
転
勤
に
な

り
、
同
じ
当
直
チ
ー
ム
と
し
て
一
緒

に
仕
事
を
し
て
き
ま
し
た
。
初
め
て

会
っ
た
と
き
か
ら
、
わ
か
ら
な
い
こ

と
を
そ
の
ま
ま
に
せ
ず
、
積
極
的
に

質
問
し
て
く
る
姿
勢
が
印
象
的
で
し

た
。
チ
ー
ム
の
中
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
チ
ー
ム
間
や
当
直
と
日
勤
間
の

問
題
点
の
抽
出
や
改
善
に
自
分
か
ら

取
り
組
み
、
改
善
策
を
タ
イ
ム
リ
ー

に
実
施
す
る
こ
と
で
、
所
内
全
体
の

業
務
効
率
化
に
も
重
要
な
役
割
を
果

た
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

7
月
か
ら
は
再
エ
ネ
関
連
の
業
務

を
担
当
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
ま
で

培
っ
て
き
た
観
察
力
や
改
善
へ
の
意

識
は
新
し
い
分
野
で
も
し
っ
か
り
発

揮
さ
れ
て
い
ま
す
。
違
う
チ
ー
ム
に

な
っ
た
こ
と
は
少
し
寂
し
い
気
持
ち

も
あ
り
ま
す
が
、
本
人
の
成
長
の
た

め
に
も
よ
い
ス
テ
ッ
プ
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
新
し
い
業
務
に
お
い
て
も
、

さ
ら
に
活
躍
し
て
く
れ
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

右側に15万4,000V、左側が6万6,000Vの開閉装置
（ガス絶縁方式）。この巨大な装置一つひとつが、大きな
「スイッチ」の役割を担っています

特別高圧の電気を流す送電線は、1.5 Lペットボトルくらい
の太さ。地下３階よりさらに降りた洞道（写真右下）から
立ち上げられ、各装置に接続されます

送電線で送られてくる15万4,000Vの特別高圧の電気を6万6,000V、3万3,000Vと段階的に変圧していきます。後ろに
見えるタンク状のもの3つで変圧器1つ分。省スペースで安全性に優れたガス絶縁変圧器を採用しています

発
電
所
で
つ
く
ら
れ
た
電
気
は
、
送
電

時
の
ロ
ス
を
減
ら
す
た
め
15
万
４
0
0
0
V

な
ど
の
特
別
高
圧
に
昇
圧
さ
れ
て
か
ら
送

電
線
で
運
ば
れ
ま
す
。
途
中
で
段
階
的
に

電
圧
を
下
げ
、
6
6
0
0
V
で
家
の
周
り
で

見
か
け
る
配
電
線
を
巡
り
、
最
終
的
に
は
電

柱
に
設
置
さ
れ
て
い
る
変
圧
器
で
１
０
０
Ｖ

や
２
０
０
Ｖ
に
変
換
さ
れ
て
私
た
ち
の
家
に

届
け
ら
れ
ま
す
。

「
変
電
所
は『
電
圧
を
変
え
る
』『
電
気
を

配
分
す
る
』『
設
備
を
切
り
替
え
る
』と
い
う

役
割
を
担
う
電
力
流
通
の
拠
点
で
す
。
運

び
や
す
い
形
か
ら
使
い
や
す
い
形
に
電
圧

を
変
え
る
だ
け
で
は
な
く
、
各
所
の
電
力

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
経
由
点
と
し
て
電
気
を

集
め
配
分
し
た
り
、
雷
な
ど
で
経
路
の
途

中
に
事
故
が
生
じ
た
場
合
、
そ
の
部
分
を

切
り
離
し
て
、
電
力
の
供
給
を
守
る
役
割

を
担
っ
て
い
ま
す
」。

変
電
部
門
の
役
割
を
説
明
し
て
い
た
だ

い
た
の
は
、
東
北
電
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
仙
台

電
力
セ
ン
タ
ー
変
電
2
課
変
電
主
査
の
髙

橋
信
治
さ
ん
。
東
北
・
新
潟
エ
リ
ア
に
は

2
0
2
5
年
3
月
末
時
点
で
6
3
7
カ
所

の
変
電
所
が
あ
り
、8
0
3
3
万
kVA
の
設
備

仙
台
市
中
心
部
の
地
下
深
く
で

仙
台
市
中
心
部
の
地
下
深
く
で

電
気
を
使
い
や
す
い
形
に

電
気
を
使
い
や
す
い
形
に

東
北
電
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
株
式
会
社

中な
か

仙せ
ん

台だ
い

変
電
所
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普
段
、
中
仙
台
変
電
所
は
無
人
で
遠
隔

監
視
さ
れ
て
お
り
、
点
検
や
巡
視
、
故
障
な

ど
不
具
合
の
対
応
の
と
き
に
は
２
人
一
組
で

動
き
ま
す
。
髙
橋
さ
ん
と
同
じ
変
電
２
課

の
早
坂
壮
太
さ
ん
は
入
社
２
年
目
。
中
学

生
の
頃
か
ら
電
力
イ
ン
フ
ラ
を
支
え
る
仕
事

を
希
望
し
て
い
た
そ
う
で
、
志
望
ど
お
り
の

職
業
に
就
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
古
川
電

力
セ
ン
タ
ー
で
の
１
年
間
の
集
中
的
な
教

育
と
Ｏ
Ｊ
Ｔ
を
経
て
、
今
年
３
月
に
仙
台
電

力
セ
ン
タ
ー
へ
と
配
属
さ
れ
、
立
会
人
研
修

や
巡
視
表
の
作
成
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

「
中
仙
台
変
電
所
は
特
殊
な
設
備
が
多
く

覚
え
る
の
に
苦
労
し
て
い
ま
す
。
で
も
、

わ
か
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
よ
う
に

な
っ
た
瞬
間
が
う
れ
し
い
で
す
。
い
ず
れ

は
担
当
者
と
し
て
、
一
つ
の
工
事
の
計
画

を
つ
く
り
あ
げ
て
最
後
ま
で
完
了
で
き
る

よ
う
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
先
輩
や
協
力
会
社
の
方
か
ら
学
び
つ

つ
、
修
繕
業
務
な
ど
の
現
場
経
験
も
積
ん

で
い
き
た
い
で
す
ね
」と
語
り
ま
す
。

再
エ
ネ
の
導
入
が
進
む
中
、
時
間
帯
や
天

候
、
季
節
に
よ
っ
て
発
電
量
が
大
き
く
変
動

し
、
電
力
の
余
剰
や
不
足
が
発
生
す
る
、
い

わ
ゆ
る
再
エ
ネ
の
出
力
変
動
に
柔
軟
に
対
応

す
る
こ
と
が
重
要
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
に
対
応
す
る
た
め
、
東
北
電
力
が
今

年
新
た
に
始
め
た
取
り
組
み
が「
系
統
用
蓄

電
池
事
業
」で
す
。

東
北
電
力
で
は
、
み
ず
ほ
リ
ー
ス
株
式
会

社
の
１
０
０
％
子
会
社
で
あ
る
エ
ム
エ
ル
・

パ
ワ
ー
株
式
会
社
と
共
同
で
、
坂
東
蓄
電
所

1
号
合
同
会
社
を
設
立
。
発
電
設
備
の
建
設

や
運
用
、
電
力
取
引
に
強
み
を
も
つ
東
北
電

力
と
、
金
融
面
や
再
エ
ネ
事
業
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
有
す
る
み
ず
ほ
リ
ー
ス
の
強
み
を
組
み
合

わ
せ
、
案
件
組
成
か
ら
運
営
ま
で
を
一
貫
体

制
で
進
め
ら
れ
る
点
が
大
き
な
特
徴
で
す
。

２
０
２
５
年
３
月
に
弥
藤
吾
蓄
電
所（
埼

玉
県
）が
、
２
０
２
５
年
６
月
に
韮
塚
蓄
電

所
、
小
角
田
蓄
電
所（
と
も
に
群
馬
県
）が

営
業
運
転
を
開
始
。
各
蓄
電
所
で
は
再
エ
ネ

の
発
電
量
の
変
動
に
よ
る
電
力
の
余
剰
や
不

足
な
ど
に
応
じ
て
充
電
・
放
電
を
行
い
、
電

力
需
給
の
安
定
化
を
担
っ
て
い
ま
す
。

系
統
用
蓄
電
池
は
再
エ
ネ
電
源
や
需
要
設

備
に
併
設
さ
れ
る
従
来
の
蓄
電
池
と
は
異
な

り
、
電
力
系
統
に
直
接
接
続
さ
れ
る
た
め
、

電
力
シ
ス
テ
ム
全
体
の
需
給
変
動
へ
の
対
応

に
活
用
が
可
能
で
あ
り
、
近
年
重
要
性
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
系
統
用
蓄
電
池
を
活
用
し

て
、
市
場
取
引
で
収
益
を
得
る
と
い
う
新
規

事
業
に
東
北
電
力
と
し
て
初
め
て
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。　
　

こ
の
事
業
を
担
う
一
人
が
、
東
北
電
力

事
業
創
出
部
門
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
ユ

坂
東
蓄
電
所
1
号
合
同
会
社

弥や

藤と
う

吾ご

蓄
電
所

韮に
ら

塚づ
か

蓄
電
所

小こ

角ず
み

田だ

蓄
電
所

系
統
用
蓄
電
池
事
業
で

系
統
用
蓄
電
池
事
業
で

再
エ
ネ
変
動
を
吸
収

再
エ
ネ
変
動
を
吸
収

広
い
視
点
を
持
っ
て

広
い
視
点
を
持
っ
て

全
体
像
を
把
握
し
た
い

全
体
像
を
把
握
し
た
い

最
後
ま
で
計
画
を
完
了
で
き
る

最
後
ま
で
計
画
を
完
了
で
き
る

担
当
者
を
目
指
し
て

担
当
者
を
目
指
し
て

弥藤吾蓄電所（右）・韮塚蓄電所（中央）は出力1,960kW/ 容量7,460kWh。
小角田蓄電所（左）は出力1,990kW/容量7,400kWh。地域環境に配慮し、防音壁を設置（小角田蓄電所）

容
量
を
備
え
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
の
一

つ
、
仙
台
市
内
の
電
力
需
要
増
加
に
対
応

す
る
た
め
に
２
０
０
７
年
に
建
設
さ
れ
た
の

が
、
こ
の
中
仙
台
変
電
所
で
す
。
仙
台
市

中
心
部
と
い
う
限
ら
れ
た
敷
地
内
に
あ
る
こ

と
か
ら
、
地
上
１
階
・
地
下
３
階
建
と
い
う

変
電
所
と
し
て
は
珍
し
い
屋
内
型
・
地
下
多

層
構
造
の
変
電
設
備
で
あ
り
、
洞ど

う

道ど
う

と
呼

ば
れ
る
地
下
ト
ン
ネ
ル
に
敷
設
さ
れ
た
送
電

線
に
接
続
さ
れ
て
い
ま
す
。

設
備
が
す
べ
て
地
下
に
あ
る
た
め
、
風

雨
や
雷
と
い
っ
た
自
然
現
象
の
影
響
を
受

け
に
く
く
、
サ
ビ
な
ど
の
劣
化
が
少
な
い

こ
と
が
長
所
で
す
。

早
坂
さ
ん

早
坂
さ
ん
へ
期
待
す
る
こ
と

へ
期
待
す
る
こ
と

上長の仙台電力センター
変電2課 変電主査 髙橋
信治さん（左）と早坂さん

　

最
近
で
は
Ｄ
Ｘ
を
は
じ
め
、
さ
ま

ざ
ま
な
最
新
技
術
が
導
入
さ
れ
て
い

ま
す
。
若
い
柔
軟
な
感
性
を
生
か
し

て
、
今
動
い
て
い
る
新
し
い
技
術
を

積
極
的
に
取
り
入
れ
、
業
務
の
効
率

化
に
も
取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
と

期
待
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
現
場
で
は
協
力
会
社
の

皆
さ
ん
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
と
て
も
大
切
で
す
。
遠
慮
せ
ず
に

「
教
え
て
く
だ
さ
い
」と
声
を
か
け
、

そ
の
や
り
と
り
の
中
で
一
つ
ず
つ
確

か
な
信
頼
関
係
を
築
い
て
い
く
こ
と

は
、
若
い
う
ち
に
し
か
で
き
な
い
貴

重
な
経
験
に
な
る
は
ず
で
す
。
臆
せ

ず
一
歩
踏
み
出
し
て
、
関
係
を
広
げ

て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。

点検作業を行う早坂壮太さん。点検や巡視の際は、スマート
フォンを使って報告し、情報を共有します
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こ
れ
ま
で
は
主
に「
電
気
を
つ
く
る
現

場
」を
多
く
見
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
訪
ね

た
の
は
、
つ
く
ら
れ
た
電
気
を
私
た
ち
の

暮
ら
し
に「
届
け
る
」た
め
の
現
場
。
取
材

を
通
じ
て
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、
ど
の
現

場
で
も「
安
定
供
給
の
そ
の
先
を
見
て
い

る
」と
い
う
こ
と
。
質
の
よ
い
電
気
を
安
定

まとめ

取
材
を
終
え
て

取
材
を
終
え
て

場
所
と
世
代
を
超
え
て

場
所
と
世
代
を
超
え
て

つ
な
が
っ
て
い
く
人
と
技
術
の
輪

つ
な
が
っ
て
い
く
人
と
技
術
の
輪

し
て
届
け
る
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
再
エ

ネ
の
課
題
と
向
き
合
っ
て
、
そ
の
再
エ
ネ
を

ど
う
上
手
に
活
用
し
て
い
く
の
か
、
そ
れ

ぞ
れ
の
場
所
で
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

中
央
給
電
指
令
所
は
、
緊
張
感
の
あ
る

雰
囲
気
な
が
ら
、
働
い
て
い
る
人
た
ち
が
お

互
い
の
デ
ス
ク
を
行
き
来
し
、
フ
ラ
ン
ク
に

相
談
や
意
見
交
換
を
し
て
い
る
姿
が
印
象

的
で
し
た
。
ま
た
、
需
給
グ
ラ
フ
の
更
新
を

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
確
認
し
、
天
候
に
左
右
さ

れ
る
再
エ
ネ
の
需
給
予
測
に
挑
む
難
し
さ

と
、
そ
の
困
難
を
超
え
よ
う
と
す
る
人
々
の

努
力
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
ま
し
た
。

ま
た
中
仙
台
変
電
所
は
、
発
電
施
設
で

つ
く
ら
れ
た
電
気
を
少
し
で
も
無
駄
な
く

需
要
地
に
届
け
る
た
め
、
電
力
需
要
の
大

き
い
都
市
の
中
心
部
、
オ
フ
ィ
ス
街
の
地

下
と
い
う
限
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
を
有
効
活

用
す
る
た
め
の
技
術
を
目
の
当
た
り
に
し

ま
し
た
。

そ
し
て
、
新
し
く
始
ま
っ
た
系
統
用
蓄

電
池
事
業
。
再
エ
ネ
の
変
動
を
吸
収
し
、

次
世
代
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
の

役
割
を
担
う
べ
く
新
し
い
取
り
組
み
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
た
メ
ン
バ
ー
の
挑
戦
す
る
姿
勢

を
見
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

場
所
は
違
え
ど
、
一
つ
の
電
力
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の「
輪
」の
中
で
、
若
手
の
技
術
者
・

社
員
が
先
輩
方
に
見
守
ら
れ
励
ま
さ
れ
な

が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
で
仕
事
を
し
て

い
る
。
ど
こ
で
も
い
つ
で
も
安
定
し
た
電
気

が
使
え
る
日
常
は
、
そ
う
し
た
人
た
ち
の

努
力
、
そ
し
て
先
達
か
ら
引
き
継
が
れ
て

き
た
知
識
や
技
術
に
よ
っ
て
守
ら
れ
て
い
る

こ
と
を
、
今
回
の
取
材
を
通
じ
て
あ
ら
た

め
て
感
じ
ま
し
た
。

瀬
せ と

戸 文
ふ み

美

サイエンスライター

2008年東北大学大学院工学研究科バイオロボティクス専攻博士後期課程修了、博
士（工学）。人間協調型ロボットの研究をしていた学生時代からロボット技術を中心
とした解説やレポート記事を執筆。千葉工業大学未来ロボット技術研究センター
(fuRo)主任研究員や東北大学男女共同参画推進センター特任助教（運営）などを経
て、現在は「物書きエンジニア」として科学技術の魅力を伝える活動を行うかたわ
ら、東北大学工学研究科で学術研究員として勤務。2024年3月より日本ロボット学
会・理事（兼任）。著書に「絵でわかるロボットのしくみ（講談社/2014）」などがある。

ニ
ッ
ト
の
森
川
大
誠
さ
ん
で
す
。
森
川
さ

ん
は
２
０
２
５
年
４
月
に
入
社
し
た
ば
か

り
の
新
入
社
員
。
蓄
電
所
の
収
益
管
理
や

デ
ー
タ
分
析
を
担
当
し
、
各
蓄
電
所
の
電

力
量
を
確
認
し
な
が
ら
、
天
候
な
ど
の
影

響
を
検
討
し
つ
つ
充
放
電
の
最
適
時
間

帯
や
空
調
電
力
の
消
費
傾
向
を
分
析
し

て
い
ま
す
。

「
系
統
用
蓄
電
池
事
業
は
、
市
場
や
制

度
、
補
助
金
、
再
エ
ネ
の
動
向
な
ど
が
複
雑

に
絡
み
合
っ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
局

所
的
で
は
な
く
広
い
視
点
を
持
っ
て
全
体
像

を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う

に
し
て〝
人
に
伝
え
る
〟こ
と
が
で
き
る
か

と
い
う
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
」。

そ
れ
だ
け
に
、
担
当
し
て
い
る
蓄
電
所

が
営
業
運
転
を
開
始
し
複
数
の
メ
デ
ィ
ア

に
取
り
上
げ
ら
れ
た
際
は
、
入
社
間
も
な

い
時
期
で
あ
り
な
が
ら
、
自
分
が
関
わ
る

事
業
へ
の
注
目
度
や
そ
の
規
模
感
を
肌
で

感
じ
、
う
れ
し
か
っ
た
と
語
り
ま
す
。
そ

の
一
方
で
、
市
場
動
向
の
変
化
が
激
し
い

た
め
、
常
に
情
報
感
度
を
高
く
保
つ
こ
と

を
意
識
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

「
今
後
も
自
分
が
得
意
と
す
る〝
伝
え
る

こ
と
〟を
生
か
し
て
、
系
統
用
蓄
電
池
事
業

の
認
知
度
向
上
ひ
い
て
は
再
エ
ネ
の
促
進

に
貢
献
し
た
い
で
す
。
ま
た
、
自
治
体
や

政
府
、
国
内
外
の
事
業
者
を
も
巻
き
込
ん

だ
グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン

戦
略
に
も
挑
戦
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
」と

話
し
ま
す
。

新聞やプレス発表など各種メディアから関係しそうな
ニュースをピックアップし、自分の言葉でコラムと
して執筆することもあるという森川大誠さん

事業創出部門自体が新しい部署であり、さまざま
な部署の出身者や若手が集まって、自由闊達な
意見を交わせる雰囲気が魅力といいます

森
川
さ
ん

森
川
さ
ん
へ
期
待
す
る
こ
と

へ
期
待
す
る
こ
と

上長の次世代エネルギー
ユニットマネージャー 松下
真一さん（右）と森川さん

　

系
統
用
蓄
電
池
事
業
を
取
り
巻
く

事
業
環
境
に
つ
い
て
は
、
市
場
・
制

度
や
価
格
、
競
合
動
向
な
ど
の
変
化

が
大
き
く
、
そ
れ
が
会
社
の
収
益
に

影
響
す
る
こ
と
か
ら
、
日
々
の
情
報

収
集
・
共
有
が
重
要
で
す
。

　

森
川
さ
ん
は
新
入
社
員
な
が
ら
、

持
ち
前
の
知
見
や
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー

を
生
か
し
て
業
務
を
遂
行
し
、
職
場

の
大
き
な
戦
力
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
自
ら
考
え
、
積
極
的
、
主
体

的
に
行
動
す
る
姿
勢
を
大
切
に
、
か

つ
状
況
の
変
化
に
も
適
切
に
対
応
し

な
が
ら
、
系
統
用
蓄
電
池
事
業
に
関

わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
知
見
を
積
み
上
げ

て
、
自
分
の
も
の
と
し
て
い
っ
て
く

れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。


